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１．三重津海軍所跡の概要 

(1)国史跡三重津海軍所跡 

 ①名称：   

史跡三重津海軍所跡（みえつかいぐんしょあと） 

 ②指定年月日：   

平成 25 年（2013）3 月 27 日史跡指定（文部科学省告示第 39 号） 

平成 26 年（2014）10 月 6 日史跡追加指定（文部科学省告示第 142 号） 

 ③所在地： 

佐賀県佐賀市諸富町、川副町 

 ④面積： 

31,855.14 ㎡（内 2,350.75 ㎡追加指定） 

 ⑤指定基準： 

 史跡の部 

 ⑥指定説明： 

三重津海軍所跡は、幕末に佐賀藩が洋式船による海軍教育を行うとともに、艦船の根拠地とし

て、また修船・造船の機能を有した施設であり、船渠や製罐所をはじめとする遺構・遺物が良好に

遺存していることが確認された。幕末期における西洋の船舶技術の導入や軍事の展開を知る上で重

要である。 〈文化庁文化財部監修『月刊文化財』平成 25 年 2月号、第一法規株式会社から引用〉 

 

  

土地所有区分図 管理区分図 



   

2 
 

〈三重津海軍所跡の価値を構成する要素の分布〉 

  ・直接目にすることができる要素は、入り江の地形等のごく一部であり、そのほとんどを保存のた

め地下に埋め戻している。 
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(2)世界遺産「明治日本の産業革命遺産」 

 

三重津海軍所跡は、幕末から明治初期にかけて、佐賀藩が船舶関連技術を獲得するために、試行錯

誤の実践や、技術の向上・普及、人材育成を試みる拠点施設となった遺跡であり、以下に示す世界遺

産「明治日本の産業革命遺産」において顕著な普遍的価値に貢献する構成資産である。 

 

①世界遺産一覧表への記載日    

平成 27 年（2015）7 月 8 日 

②世界遺産一覧表への記載名称  

「明治日本の産業革命遺産 製鉄・製鋼、造船、石炭産業」 

③顕著な普遍的価値（OUV）の概要 

本産業遺産群は、主に日本の南西部に位置する九州・山口地域に分布し、産業化が初めて西洋から

非西洋に波及し成就したことを顕している。19 世紀半ばから 20 世紀の初頭にかけ、日本は特に防衛

面の要請に応えるため、製鉄・製鋼、造船、石炭産業を基盤に急速な産業化を成し遂げた。シリアル

の構成資産は、1850 年代から明治 43 年（1910）にかけてのわずか 50 年余りという短期間に達成され

た急速な産業化の 3つの段階を顕している。 

第一段階は 1850 年代から 1860 年代にかけて、明治に入る前、徳川将軍家の統治が終焉を迎える幕

末、鎖国の中での製鉄及び造船の試行錯誤の挑戦に始まる。国の防衛力、特に、諸外国の脅威に対抗

する海防力を高めるために、藩士たちの産業化への挑戦は、伝統的な手工業の技で、主に西洋の技術

本からの二次的知識と洋式船の模倣より始まった。この挑戦はほぼ失敗に終わった。しかしながら、

この取り組みにより、日本は江戸時代の鎖国から大きく一歩を踏みだし、明治維新へと向かう。 

1860 年代からの第二段階においては、西洋の科学技術が導入され、技術の運用のために専門家が招

かれ、専門知識の習得を行った。その動きは明治新政府の誕生により加速された。明治の後期（明治

23 年～明治 43 年（1890-1910））にあたる第三段階においては、国内に専門知識を有した人材が育ち、

積極的に導入した西洋の科学技術を、国内需要や社会的伝統に適合するように現場で改善・改良を加え、

日本の流儀で産業化を成就した。地元の技術者や管理者の監督する中で、国内需要に応じて地元の原材

料を活用しつつ、西洋技術の導入が行われた。 

推薦された 23 の構成資産は 8県 11 市に立地している。8県の内 6県は、日本の南西部に、1県は本

州の中部、1 県は本州の北部に位置する。遺産群は全体として、日本が西洋技術の導入において国内

ニーズに応じて改良を加えた革新的アプローチにより、日本を幕藩体制の社会より主要な産業社会へ

と変貌させ、東アジアのさらに広い発展へ大きな影響をあたえた質的変化の道程を顕著に顕している。 

明治 43 年（1910）以降、多くの構成資産は、本格的な複合的産業施設に発展をした。現在も、一

部、現役の産業設備として操業しているものもあり、また、現役の産業設備の一部を構成しているも

のもある。 
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 〈構成資産の位置づけ〉 

  ・三重津海軍所跡は、第一段階（試行錯誤の挑戦期）の造船分野の取組を証言する資産である。 

 

〈構成資産分布図〉 

・「明治日本の産業革命遺産」は、8県 11 市に所在する 23 の資産で構成される。 
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〈史跡指定範囲と世界遺産の範囲〉 
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〈第 39 回世界遺産記載決議時の勧告（抜粋）〉 

 

世界遺産委員会は 

4. 締約国が以下のことを検討するよう勧告する。 

a)端島炭坑の詳細な保全措置に係る計画を優先的に策定すること。 

b)推薦資産（の全体）及び構成資産に関する優先順位を付した保全措置の計画及び実施計画を策定す

ること。 

c)資産に対して危機をもたらす可能性の高い潜在的な負の影響を軽減するため、各構成資産における

受け入れ可能な来訪者数を定めること。 

d)推薦資産（の全体）及びその構成資産の管理保全のための新たな協力体制に基づく枠組みの有効性

について、年次ごとにモニタリングを行うこと。 

e)管理保全計画の実施状況及び地区別保全協議会での協議事項・決議事項の実施状況について、１年

ごとのモニタリングを行うこと。 

f)各構成資産の日々の管理に責任を持つあらゆるスタッフ及び関係者が、能力を培い推薦資産の日常

の保全、管理、理解増進について一貫したアプローチを講じられるよう、人材育成計画を策定し、

実施すること。 

g)推薦資産のプレゼンテーションのためのインタープリテーション（展示）戦略を策定し、各構成資

産がいかに顕著な普遍的価値に貢献し産業化の１又は２以上の段階を反映しているかを特に強調

すること。また、各サイトの歴史全体についても理解できるインタープリテーション（展示）戦略

とすること。（＊） 

（＊脚注：世界遺産委員会は，委員会のサマリー・レコードに記載されているとおり、パラ４．ｇで

言及されている各サイトの歴史全体について理解できるようにするインタープリテーション（展示）

戦略に関し、日本が発したステートメントに留意する。） 

h)集成館及び三重津海軍所跡における道路建設計画、三池港における新たな係留施設に関するあらゆ

る開発計画及び来訪者施設の増設・新設に関する提案について、『世界遺産条約履行のための作業

指針』第 172 項に従って、審議のため世界遺産委員会に提出すること。 

 

5. 2018 年の第 42 回世界遺産委員会での審議のため、2017 年 12 月 1 日までに上記に関する進捗状況

の報告を世界遺産センターに提出するよう、締約国に要請する。 

 

6. 同時に、締約国が上記勧告の実施に係る助言をイコモスに求めることを検討するよう推奨する。 

 

 

 

  

勧告ｂに基づき、平成 28 年 2 月から「三重津海軍所跡の保存・整備・活用に関

する計画」を策定中。〈9～17 頁に同計画の基本構想案及び方針案等を掲載。〉 
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２．世界遺産登録前後の来訪者の推移 

〈佐野常民記念館への来館者数・三重津タイムクルーズの利用状況（速報値）〉 

 

 

３．三重津海軍所跡の概要・価値を伝えるための整備の現状 

 ・世界遺産登録後の来訪者の増加を見据え、佐賀市と佐賀県で主に以下の整備を行っている。 

  これらは本格的な整備までの暫定的な取り扱いとしている。 
 

整備主体 三重津海軍所跡（現地） 佐野常民記念館（屋内） 

佐賀県 ・みえつスコープの提供〈H27.4 月〉 ・みえつタイムクルーズの設置〈H27.4 月〉 

 ・ラウンドビジョン（2F） 

 ・オキュラスリフト（1F） 

 ・大型ドームシアター（1F）〈H29.3 月〉 

 

佐賀市 ・現地解説板の設置（6箇所）〈H27.3 月〉 

・地下遺構の地表表示と遺構解説板の設置 

〈H27.11 月〉 

・みえつスコープの増設（70 台）〈H27.5 月〉 

・世界遺産登録記念銘の設置〈H29.3 月〉 

・三重津海軍所跡インフォメーション 

コーナーの設置〈H26.12 月〉 

 

 

  

H26 H27 （前年度⽐） H28 （前年度⽐） H27 H28 （前年度⽐） H27 H28 （前年度⽐）

４月 2,179 3,738 171.5% 8,522 228.0% - 2,256 - - 1,471 -

５月 5,811 19,086 328.4% 12,755 66.8% 4,000 3,316 82.9% 4,231 2,409 56.9%

６月 2,313 10,027 433.5% 7,409 73.9% 2,029 1,740 85.8% 2,407 1,303 54.1%

７月 2,729 20,149 738.3% 12,385 61.5% 4,825 1,966 40.7% 5,045 2,000 39.6%

８月 4,065 19,708 484.8% 10,686 54.2% 4,983 2,648 53.1% 5,946 2,660 44.7%

９月 3,200 21,384 668.3% 8,864 41.5% 5,762 2,603 45.2% 4,758 1,797 37.8%

１０月 4,084 23,005 563.3% 11,014 47.9% 6,510 3,351 51.5% 3,679 2,327 63.3%

１１月 3,783 20,218 534.4% 13,374 66.1% 5,618 4,043 72.0% 3,295 2,251 68.3%

１２月 2,656 9,184 345.8% 9,639 105.0% 2,327 3,194 137.3% 1,544 1,098 71.1%

１月 2,053 9,481 461.8% 9,520 100.4% 2,513 2,014 80.1% 1,838 1,355 73.7%

２月 2,336 11,218 480.2% 10,328 92.1% 3,553 2,726 76.7% 1,961 1,236 63.0%

３月 2,829 14,082 497.8% 10,234 72.7% 4,222 2,510 59.5% 2,730 2,002 73.3%

計 38,038 181,280 476.6% 124,730 68.8% 46,342 32,367 69.8% 37,434 21,909 58.5%

来館者数
三重津タイムクルーズ

みえつSCOPE オキュラスリフト
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４．「三重津海軍所跡の保存・整備・活用に関する計画（案）」について 

策定中の計画案のうち、 

・第 3章「基本方針」 

「3.1 全体構想」 

「3.2 方針」 

・第 6章「産業システムを視野に入れた整備」 

「6.1 史跡指定地と公開・活用施設での整備のあり方」 

「6.9 公開・活用施設」を抜粋。 

 

◆第 3 章 基本方針 

3.1 全体構想 

 

明らかになった様々な課題を解決し、三重津海軍所跡に相応しい保存・整備・活用を進めるにあた

り、キャッチフレーズを次のように掲げ、その実現に向けた基本的な考え方を示す。 

 

 

(1)三重津海軍所跡が物語るもの 

三重津海軍所跡は、日本の近代化の過程において、幕末期の造船分野における「試行錯誤の挑戦」

の具体的様相を示す遺跡である。特に、長崎警備への危機感による他藩に先駆けた洋式海軍の創設、

日本の在来技術と西洋技術を融合させた洋式船の造船・修船活動に伴う産業システムの構築、自然

環境や地理的環境の特徴を活かした知恵や工夫、という点において価値が評価されており、「明治

日本の産業革命遺産」の顕著な普遍的価値の証明に貢献する資産としても位置づけられている。 

遺跡の価値を形成する構成要素の中核は、海軍の教育・訓練及び洋式船の造船・修船に伴う産業

システムの痕跡を包括する海軍所稼動期のものである。しかし、その価値の総体を正確に理解する

には、海軍所の成立までの歴史や海軍所解体を経て現在に至るまで経緯についての十分な認識が必

要であるため、前後の時代の活動痕跡や歴史・背景も含めた「フル・ヒストリー」の視点に基づく

構成要素の把握が重要である。また、遺跡周辺の自然や地理的環境や景観は、当時の風景・景観や

機能を現代に引き継いだものであり、遺跡の成立や運用の過程を考える上で重要な要素であり、十

分な把握が必要である。 

したがって、三重津海軍所跡の保存・整備・活用においては、広範囲な時代における多岐にわた

る要素を対象としていることを常に念頭に置いて取り組まねばならない。 

 

(2)「見えない」ことの強みと弱み 

三重津海軍所跡の構成要素のうち、ドライドックや金属加工関連施設をはじめ、遺跡の性質を具

体的に物語る遺構・遺物は、発掘調査によって明らかにされるまでの約 140 年の間、有明海由来の

粘土層に密閉され、空気に触れることのない環境の中で非常に良好な状態を保ってきた。つまり、

地下に埋まり、私たちには「見えない」という状態が、遺構の保存にとって有利な環境を形成し、

見えない三重津が見えてくる 
～幕末佐賀藩の近代化への試行錯誤の取組が伝わる遺跡～ 
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保存の上での強みとなっていることを示している。したがって、この環境の維持こそが、遺跡を保

存し続ける上で最も重要な活動であり、私たちが遺跡の整備・活用において最優先に果たすべき使

命である。 

しかし、保存に最適な環境も、遺跡の価値を伝える上では、「見えない」あるいは「見せられな

い」という大きな弱点を引き起こす要因となる。遺跡を構成する要素の多くが地下にあり、厚い保

護層に覆われて「見えない」という状況は、その価値の把握を困難にするだけでなく、世界遺産へ

の期待をもって訪れた人々をがっかりさせることにもつながる。 

したがって、保存環境の強みを活かしつつ、整備・活用上の弱みをどのように克服するかが、三

重津海軍所跡の価値の理解における最重要課題となる。 

 

(3)「見えない」ものの正体 

一口に「見えない」といっても、そこには次のような多面的要素があり、来訪者のスムーズな理

解のために、留意しておくべきポイントがある。 

①「失われたもの」：物理的に現存していないもの。 

〔当時、地上にあった施設や機能、そこで行われていた様々な活動（船の管理・修理、金属加工、

訓練など）や従事者、活動に伴って形成された風景、音や匂いなど。〕 

発掘調査を中心として痕跡を辿りつつも、関連する古文書などの文献記録調査をはじめ、船舶

や金属加工に関する産業関連技術分野の調査など、できる限り多面的な視点からの調査を行うこ

とが必要である。その成果を基に、映像や写真、模型をはじめとする様々な手法の表現によって、

当時の形姿・環境に迫ることが可能となる。 

②「地下に埋没しているもの」：存在するが視覚的に見えていないもの。 

〔遺構（ドライドックや施設の基礎など）や遺物。また、それからわかること、など。〕 

発掘調査で確認された遺構・遺物について、考古学的分析・解釈、科学的分析も援用しながら導

いた成果の断片を紡いでいくことにより、往時の様子を再現することができる。ただし、ドライド

ックなどの木製の地下遺構については、保存上の制約から、現地での露出展示には極めて難しい問

題がある。 

③「気づかないもの」：見えているのに気づきにくいもの。 

〔古くから引き継がれてきた自然環境、河川沿いの地形・景観、船の繋留・管理の機能、集落の

地割りなど。〕 

多くの要素が視覚的に認知できない、いわば「見えない」中で、当時の様子を物語る景観や機

能は体感できる貴重な存在であるが、来訪者にとっては、現在の風景として捉えられがちであり、

当時に思いを馳せる要素として理解されることはさほど多くはない。また、後世の改変により現

代の施設として更新されている場合は、機能が引き継がれていることに気づくことも難しい。 

よって、来訪者に気づかせるには、新旧を比較して見せたり、由来を示したり、口頭で伝えた

り、河川に特有な風や匂いを感じることができるようにしたりすることなどが必要となる。 

④「学ばないとわからないもの」：自ら情報を得ないとわからないもの。 

〔幕末日本をめぐる歴史や佐賀藩が近代化の取組を通じて海軍所創設に至った背景、世界遺産の

中での位置づけなど。〕 

文字だけでなく、映像や音声、直接触れることのできる模型など多様な手法により、多くの情

報が記憶に残るような方法で伝えることが大切である。 

遺跡の内容はもちろんのこと、幕末佐賀藩の近代化遺産（築地・多布施反射炉跡、精煉方跡）
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との関係性、日本史の中の三重津海軍所跡の位置づけ、世界文化遺産「明治日本の産業革命遺産」

の構成資産として世界史的な視点から見た幕末の近代化に果たした役割など、ミクロからマクロ

的な幅広い視点での価値や背景に関わる情報発信が不可欠である。 

 

(4)「見えない」ものが「伝わる」には 

このような多面的な「見えない」ものを解説するにあたっては、まずは、それらがなぜ見えない

のか、あるいはなぜ見せられないのかということについて、その原因・理由も含めた丁寧な説明を

行い、共通の認識として理解を深めておくことが必要である。その上で、様々な方法で獲得した情

報を、来訪者という受け手へ発信すること、つまり「伝える」ことが手始めとなる。 

ただし、来訪者が保存や活用へ取り組むきっかけとなるレベルの理解を得るには、その情報の持

つ意味が十分に「伝わる」ように「見える化」することが重要である。三重津海軍所跡の場合は、

地下遺構から見えてくる当時の景観とともに、河川や漁港、集落など、引き継がれた景観や土地利

用形態などの双方の観点から、来訪者の記憶に残るような、いわば五感に訴える様々なアプローチ

による「見える化」の工夫が必要となる。 

そのためには、従来型の遺跡整備の手法を基本としつつも、それだけにとらわれず、遺構表示に

頼らない仮想現実（VR）・拡張現実（AR）などのコンピューターを活用した最先端デジタル技術か

ら、案内ガイドをはじめとする人を介したアナログ的な手法に至るまで、幅広く手法を取り入れな

がら「試行錯誤の挑戦」に取り組むこと姿勢が求められる。また、遺跡本体と屋内展示についても、

主体と補完という固定的な「部分最適」を考えるのではなく、それぞれが実現可能な役割を最大限

に担いつつ一体的な総合展示を目指す「全体最適」の位置づけも必要となる。 

 

(5)「伝わる」と人は動く 

遺跡整備の目的は、未来に向けた確実で永続的な保存と多様な人々による効果的な活用にある。 

そこに向けて行政の果たす役割は大きいが、次世代への継承には持続性と多様性が求められるこ

とを考慮すれば、住民・関係者・来訪者など、様々な主体による行動や活動もまた大きな役割を担

うことになる。これまでの遺跡保護の成功事例を見ても、その価値をしっかりと理解した人たちは、

清掃活動をはじめとする環境美化活動に取り組み、来訪者をもてなす活動を行い、案内ガイドとし

て価値を伝える伝導師となるなど、遺跡を取り巻く多方面の活動を行う役割を自発的に担っている

ことがよくわかる。佐賀市にはそれらの関係者での議論、意見集約、合意形成の場をつくり、調整

役としての役割があり、事業を確実に推進していく重要な任務を担わなければならない。 

遺跡の保存・継承、活用は、その価値を理解した人々が起こす行動により組み立てられていくも

のであり、遺跡の整備は、その行動を起こすきっかけや活動への参画を促す環境づくりである。 

そして、その活動を通して育まれていく遺跡への愛着が、郷土に対する誇りの醸成につながって

いくことを考慮すれば、遺跡は、多くの人々が集う情報発信の拠点として整えられるべきであり、

様々なアプローチにより「見える化」され、記憶に残る姿となることが不可欠である。 

佐賀に生まれ育った人々が故郷を思うとき、その風景の一つとして三重津海軍所跡が脳裏に浮か

んでくる、そのような保存・整備・活用の取組を私たちは目指すべきである。 
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3.2 方針 

 

本遺跡の保存・整備・活用を行うにあたっては、海軍所稼動期を本計画における中核的な整備年代

として位置づけ、「見えない」ものの価値を確実に守りつつ、様々な手法で「見える化」を図りなが

ら価値の伝達を実現するという全体構想に基づき行うものとし、その取組を着実に実行していくため

の方針を以下のように定める。 

なお、これらの方針は、管理保全計画に示した保全管理の基本方針及び『産業遺産を継承する場所・

構造物・地域及び景観の保全に関するイコモス-TICCIH 共同原則』(2010 年)に示された事項に基づく

ものである。 

 

(1)調査・研究の方針 

調査・研究は、関連分野との学際的視野に立ち、確実な保存、価値を伝える整備、地域の核とな

るような活用の推進を図るために行う。目標を定め、継続して調査・研究を行えるよう、体制の充

実と人材の育成に努め、総合的・計画的に実施していく。 

 

① 発掘調査・研究 

遺跡の価値の主体をなす地下遺構の把握が不十分であるため、調査を計画的に継続し、基礎

情報の蓄積を図る。但し、その調査は整備活用を目的とするため、必要最小限のものとして行

う。調査は、修覆場地区以外の地区を重点的に、平成 32 年度（2020）までを目標に行うこと

とする。なお、目的の達成のためにさらなる調査の実施が必要と判断された場合には、調査計

画の見直しを図るものとする。 

② 文献調査・研究 

遺跡の歴史的事業を解明するため、これまで進めてきた佐賀藩史料を中心とした調査を計画

的に継続する。調査は、発掘調査が終了予定である平成 32 年度（2020）を目標に、基礎的な

文献の調査及びこれまでの発掘調査等によって生じた疑問点や問題点に関する検証を中心に

行う。なお、今後の発掘調査等によって生じた疑問点や問題点に関する調査については、その

調査の必要性を吟味した上で、調査計画の見直しを図るものとする。また、調査目的の達成に

資すると判断された場合は、対象とする史料の範囲の拡大も視野に入れて行う。 

③ その他の保存・整備・活用のための調査・研究 

保存、整備、活用の更なる充実、事業の改善を図るため、以下に挙げる調査・研究を実施す

る。 

・耐久性の高い素材による遺構表示や土圧から遺構を保護する工夫など、遺構の保存を強化す

るために必要な手法や措置に関する調査・研究を行い、必要に応じて実施する。 

・定期的な地下水の状況確認など、遺構の保存状況や劣化の進行を防ぐために必要なモニタリ

ング手法や措置の調査・研究を行い、必要に応じて実施する。 

・前例にとらわれず、最新の手法で効果的な「見える」化を実現する展示・公開に関する幅広

い調査・研究を行い、可能な限り実施する。 

・新しい情報発信の方法を企画するため、来訪者の動態や意識を把握するための各種調査・研

究を行い、効果的な発信に努める。 
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(2)保存の方針 

史跡としての価値及び世界遺産としての価値の適切かつ確実な保存を図り、後世へと継承するた

めの措置を実施する。 

 

①遺構の保存 

  地下遺構の確実な保存のため、安全に埋め戻された状態を維持し、これまで遺構を守ってき

た地下の環境に変化を及ぼさないよう様々な措置を講ずることとし、新たに発掘調査を実施し

た場合には、埋め戻しの際に地下遺構に対する十分な保護措置を行う。 

また、遺構等の保全に影響を及ぼす可能性のある施設や樹木等については、撤去を原則とし、

災害による影響を最小限に留めるための措置についても十分に考慮する。 

②モニタリングの実施 

  目視による保護層の状況把握を行う既存モニタリングを継続する。なお、地下水位の観測や

遺構そのものの状態を把握するモニタリング手法については、十分な調査・研究を行い、必要

性や状況の検討を行った上で、効果的・効率的な手法によるモニタリングを実施する。 

③地形・景観の維持 

  海軍所稼動期から受け継がれてきた地形や、海軍所稼動期の風景をイメージさせる農地・河

川・集落などの周辺景観の維持については、定点観測による変化の確認を行い、法規制による

保護措置及び関係者との連携・協力により、その価値が失われることのないよう、定期的かつ

継続的に行っていく。 

④史跡の追加指定 

史跡の追加指定予定地については、有明海沿岸道路の開通後に史跡指定を目指す。指定後に

は、関係機関と十分に協議しながら、整備のあり方を検討した上で実施するものとする。 

 

(3)産業システムの明示・説明の方針 

整備は、全体構想に基づき、三重津海軍所で取り組まれた様々な活動の様子を、正確で具体性を

もちながらも、様々な来訪者にとってわかりやすい説明をとおして、「伝わる」ための「見える化」

を実現するものとする。 

また、場所ごとの特性や機能を念頭において計画地全体のゾーニングを行うこととする。整備は、

遺跡及びその周辺景観と公開・活用施設の両側面において行うが、それぞれが独立した個別ものと

して機能するのではなく、双方が補完しあいながら一体的なものとして活用されるように十分に留

意して実施する。 

さらに、三重津海軍所跡の理解においては、史跡の本質的価値を表すと同時に世界遺産の構成資

産として顕著な普遍的価値の証明に貢献するという両側面が必須であること、また、その説明にお

いては「フル・ヒストリー」の視点が不可欠であることにも十分に配慮する。 

 

①史跡指定地内の整備 

  構成要素の大部分が地下にあることから、整備にあたっては、その保存を前提として行うこ

とは当然である。また、河川敷という立地上、防災の観点からも十分な配慮が必要となる。そ

のため、安易な露出展示を行うことは避けなければならないため、三重津海軍所における産業

システムの具体像の表現においては、その性質やスケールが体感できるよう、可能な限り具体

的で立体的な遺構表現と解説方法の検討が不可欠であり、従来の手法に加えて新しいデジタル
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技術などの新たな手法も採用しながら、効果的な手法で実現するものとする。また、見学に資

する動線は、歴史的背景や流れが総合的に理解しやすいものとして設定する。 

そして、多様な来訪者が安全で安心して体験できるよう、ユニバーサルデザインにも十分に

配慮する。 

 

②公開・活用施設の整備 

様々な制限がある史跡指定地の整備と相互補完し一体的な解説機能を果たせるよう、適切な

規模と環境を備えた展示解説施設の整備を行う。その整備にあたっては、三重津海軍所跡や周

辺景観を一望できる視点場を有する記念館の有効活用を図るものとする。 

来訪者に供する展示については、現地整備同様、従来の手法だけでなく、新たな手法を可能

な限り取り入れるとともに、現地整備では実現が困難な遺構表現のあり方についても十分な検

討を行いながら、展示整備計画の策定を実施する。 

 

(4)景観保全の方針 

史跡指定地内では海軍所稼動期がイメージできる修景を実施する。海軍所稼動期から変わらず引

き継がれてきた周辺景観を維持していく。 

 

①史跡指定地内の修景 

   現在まで概ね残されてきた入り江の地形や旧堤防跡については現状を維持し、当時の水辺の

景観を彷彿とさせる葦原についても、適度に維持管理を行う。史跡指定地内の施設について、

海軍所稼動期のイメージとかけ離れ、景観を損ねるものは、撤去、移転又は外観の変更等を図

り、新たに整備を行うものについては、景観への調和を図る。遺構の保存のため、遺構に影響

を与える可能性のある樹木は撤去しつつ、それ以外の樹木はそのまま残し、広場には芝生を植

栽することで、憩いの場としての機能、公共施設としての緑被率を確保する。 

また、漂流物等のゴミについても適切な除去を図り、史跡指定地内及びその周辺の美観維持

に努める。 

②緩衝地帯における修景 

  モニタリング・カルテによる周辺景観の定期的なモニタリングを行い、当時の線形を維持し

ている河川、対岸の葦原を想起させる田園風景、当時から変わらぬ地割りである集落など、周

辺の景観要素を維持していく。 

 

(5)活用事業の方針 

三重津海軍所跡を次世代に確実に継承し、地域住民の活動拠点となり、様々な企画や情報

発信を行う。子ども向け教育の充実や、案内ガイドの能力向上、地域が活動しやすい活用を

図る。 

 

①来訪者対策 

  有明海沿岸道路の開通により増加が見込まれる来訪者に対し、交通アクセスの不備等による

不満を持たれることなく受け入れられる整備を行う。来訪者が楽しみながら三重津海軍所跡の

魅力を体感できるような企画・イベント等を行い、リピーターの確保を図る。さらに、様々な

来訪者に対応するため、案内ガイドの数及び質の向上を図る。 
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②教育・啓発・観光 PR 

次世代を担う子ども達が、自分の育った郷土を誇りに思えるような教育活動を行う。様々な

媒体を用いた効果的な PR で誘客し、さらに周辺の歴史的・文化的資源との連携することで三

重津海軍所跡への理解を深めると同時に、周辺観光へと繋げる。さらに、地域社会の参画、地

域住民が活動しやすい環境づくりを行うことで、地域活性化を図る。 

 

(6)事業の推進 

本計画で定める事業については、短期・中期・長期の 3 段階に分け、段階的に推進していく。

実施にあたっては、関係部局や地域と連携した管理運営を行うと同時に、継続して管理運営して

いけるよう人材育成を行う。 

 

①段階的整備 

平成29年度(2017)から短期、中期を5年ごとに設定し、それ以降を長期とする。短期では発

掘調査・文献調査を継続し、同時に駐車場の移転、公開・活用施設の整備に着手する。調査完

了後、史跡指定地内の整備にかかる基本設計にも着手する。中期整備では、引き続き史跡地内

の整備を行い、公開・活用施設と一体的な活用を行っていく。史跡指定地内の整備完了及び有

明海沿岸道路の開通後、史跡の追加指定を目指す。長期整備では、モニタリング等を継続し、

遺構や景観を保全しながら、追加指定地の調査・整備については、関係機関と協議を行いなが

ら実施していく。 

 ②事業の推進体制 

「明治日本の産業革命遺産」保全委員会、佐賀地区管理保全協議会、三重津海軍所跡の保存・

整備・活用に関する庁内連絡会議の 3 組織を中心として、三重津海軍所跡の関係者での議論、

意見集約、合意形成の場を設け、今後の事業推進に向けて、関係者間での調整・連携を行って

いく。公園施設や漁港施設の維持管理を含め、佐賀市を中心に地域社会との協働を図りながら

管理運営を行いつつ、継続的な管理運営を行うため、必要となる研修等を行う。 
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◆第 6 章 産業システムを視野に入れた整備 

6.1 史跡指定地と公開・活用施設での整備のあり方 
  

「3.2方針」に基づき、史跡指定地内での整備のあり方、公開・活用施設での整備のあり方につい

て、基本的な考え方を以下のとおり整理する。 

 

(1)史跡指定地での整備のあり方 

史跡指定地では、現地でしか表現できない、地形や周辺景観と一体となった海軍所稼動期の産業

システムのスケール感を感じさせることを基本とする。 

地形や周辺景観の価値やその意味・機能についての展示・解説、歴史の流れ等を理解しやすい園

路・動線設定を行う。露出展示は行わないが、遺構の性質・スケールに応じた遺構表示を実施する。

デジタル技術を利用して、公開・活用施設とも一体的な整備を図っていく。 

 

(2)公開・活用施設での整備のあり方 

公開・活用施設では、現地では表現できない、三重津海軍所跡の歴史的背景、関連資産との繋が

りを感じさせることを基本とする。さらに、史跡指定地では表現できない遺構の復元や、三重津海

軍所跡に関連した洋式船については模型・映像等で復元を検討する。 

西洋技術と在来技術の関係を明示する出土遺物の展示、映像・写真・模型等による当時の風景の

伝達、幕末日本の産業活動における三重津海軍所の位置づけの説明や、三重津海軍所跡での造船・

修船機能等の明示を行う。同時に、佐賀市内の佐賀藩近代化事業関連遺跡や「明治日本の産業革命

遺産」の他の構成資産の中での三重津海軍所跡の位置づけや関わりについての展示・解説を行う。 

また、デジタル技術の利用についても現地と一体的な整備も踏まえて検討・導入していく。 

 

史跡地での整備のあり方 ガイダンス施設での整備のあり方 

・三重津海軍所跡の広さの体感 

・史跡指定地内の空間・風景の体感 

・周辺景観 

・三重津海軍所跡の概略がわかる総合案内サイン 

・性質とスケールに応じた遺構表示と解説サイン 

・地形（当時の川岸、通路等）の表現 

・歴史の流れを理解しやすい園路・動線   等 

・「明治日本の産業革命遺産」全体の解説 

・三重津海軍所跡と歴史的背景の総合的な解説 

・出土遺物の展示 

・関連資料（レプリカ）の展示 

・調査の進展により蓄積される新たな情報の発信 

・史跡指定地では表現できない遺構の復元 

・模型や映像による洋式船の復元      等 

デジタル技術の利用による一体的な整備 
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6.9 公開・活用施設 

(1) 公開・活用施設でのガイダンス目的 

原則として、史跡指定地を見学する前に公開・活用施設によって、三重津海軍所跡についての基

本的な情報を学び、「明治日本の産業革命遺産」の全体像及び23構成資産内での位置づけの説明や、

映像や模型等の様々な展示により三重津海軍所跡の全体像や個々の遺構についてイメージさせる

ことを目的とする。 

 

(2) 公開・活用施設の役割 

現地では説明しきれない背景や履歴、関連遺跡との関係性等を主に解説する。公開・活用施設で

の解説と現地での解説は内容の重複を含みながらも、相互に補完し、連動する一体的な総合展示と

なるよう配慮する。 

デジタル技術を活用し、海軍所稼動期の風景や、遺構の立体的なイメージができるようなコンテ

ンツを提供する。 

 

(3) 公開・活用施設の位置・規模 

記念館は三重津海軍所跡と隣接しており、公開・活用施設の設置箇所としては最適地であるため、

まずは記念館と一体となった整備から検討する。現在は隣接する記念館 3階インフォメーションコ

ーナーで展示解説を行っているが、展示スペースが不足している。そのため、三重津海軍所跡や「明

治日本の産業革命遺産」等について説明できる十分なスペースの確保を検討しながら、今後、有識

者による意見も交えて詳細な公開・活用施設計画を策定し、計画に沿って整備を行う。ただし、整

備完了までは時間を要するため、当面の間、現状のまま展示解説を継続する。 

 

(4) 公開・活用施設での主な解説内容 

公開・活用施設では以下の内容について解説・展示を行う。 

・「明治日本の産業革命遺産」全体の説明 

・佐賀藩近代化事業や「明治日本の産業革命遺産」構成資産との関係の明示 

・幕末から明治にかけての日本の産業活動における三重津海軍所の位置づけと価値 

・三重津海軍所跡の産業システムの説明 

・西洋技術と在来技術の関係を明示する出土遺物の展示 

・三重津海軍所跡での造船、修船機能の明示 

・遺構保存の仕組みの展示解説 

 

 


